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キャンドルの優しい灯火に包まれて

　２月 16 日（日）、余市駅前から役場までのリタ

ロードで『よいちキャンドルナイト 2014』が開

催されました。

　道の駅交流広場をはじめリタロード各所につくら

れた雪像は、どれも素晴らしい出来栄えで、訪れた

方々を楽しませていました。

　キャンドルの明かりに照らされた風景は、厳しい

寒さの中、こころに温もりを与えてくれました。
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● ○  国民健康保険のお知らせです  ○ ●
◆７０歳から７４歳までの方の一部負担金割合の見直しについて
　70 歳から 74 歳までの方の一部負担金割合については、平成 20 年度以降、軽減特例措置により１割とする措

置が講じられてきましたが（３割負担の現役並み所得者を除く）、平成 26 年度からは以下のとおり見直されます。

≪誕生日が昭和 19 年４月２日以降の方≫
　70 歳の誕生日の翌月（１日が誕生日の方はその月）から高齢受給者証が交付され、２割の自己負担となります。

≪誕生日が昭和 14 年４月２日から昭和 19 年４月１日までの方≫
　引続き一部負担金の軽減特例措置の対象となりますので、75 歳の年齢到達まで１割の自己負担で医療機関を利

用できます。

◆高齢受給者証の更新について
　現在医療機関の窓口で１割の自己負担をしている方の高齢受給者証は、『一部負担金の割合』欄に 3 月末まで 1

割と表記されています。国が軽減特例措置を 75 歳の年齢到達まで延長することに決めましたので、3 月末までに

新しい高齢受給者証をお送りします。4 月からは新しい高齢受給者証をご使用ください。（お手元の高齢受給者証

は有効期限が過ぎましたら、役場保健課へ返還するか、ご自身でハサミ等をいれて処分してください）

◎高齢受給者証に表示されている内容

高齢受給者証の欄名 現在お持ちの高齢受給者証 新しく送付される高齢受給者証

一部負担金の割合 ２割（平成２６年３月３１日までは１割） ２割（特例措置により１割）

※一部負担金の割合欄に「3 割」と表記されている方は、内容に変更ありませんので、引続きお手元にある受給者

　証をご使用ください。

※受給者証の有効期限（平成 26 年 7 月 31 日）に変更はありません。7 月になりましたら、また更新のお知ら

　せをします。

◆問合せ　保健課 医療給付グループ　☎２１－２１２１

　後納制度は、過去１０年間に納め忘れた国民年金保険料を納付することにより、将来の年金額を増やすことがで

きる制度です。

　また、年金を受給できなかった方は後納制度を利用することで年金が受けられる場合があります。

　過去１０年以内に納め忘れた保険料がある方は、ぜひ後納制度をご利用ください。

　なお、後納制度が利用できる期限は平成２７年９月３０日までとなっております。お早めに申込みください。

▲▽ 国民年金のお知らせ△▼
 国民年金後納制度について

　すでに後納制度を申込まれた方で、保険料の納付がお済みでない方は、納付書に記載された使用期限（平成２６

年３月３１日）までに納付をお願いします。

　なお、使用期限までに納付できなかった方が平成２６年４月以降に保険料の納付を希望される場合は、平成２６

年度の新たな加算額による納付書が必要ですので請求のお手続きを民生年金グループの窓口で行ってください。

◆問合せ　町民福祉課 民生年金グループ　☎２１－２１２０

 後納保険料の納付書の「使用期限」について

環境対策課からのお知らせ
◎粗大ごみ収集再開のお知らせについて

　冬季間休止しておりました粗大ごみの収集を、３月から再開いたします。

　収集は、ご自宅玄関先まで伺いますので、必ず事前に申込みをお願いします。

　◆申込み先　  環境対策課 廃棄物対策グループ　　　　    ☎２１－２１１８

　　　　　　　（株）北後志第一清掃公社　　　　　　　  ☎２３－７２４０

　※収集については、（株）北後志第一清掃公社で行います。

●ごみの減量化・資源化・適正処理にご協力願います
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◇ 余市町福祉灯油助成の申請はお済みですか？◇
～平成２５年度 余市町 福祉灯油助成事業の申請受付期間 延長のお知らせ～

　2 月 11 日（火）に余市宇宙記念館で第 1 回「マッサン」町民講座が開催され、町内外

から約 150 人が参加されました。講座では応援推進協議会の取り組みや今後の方針が報告

された後、教育委員会の浅野敏昭学芸員によりドラマのモデルとなる竹鶴政孝氏とリタ夫人

の足跡や具体的なエピソードがスライドを交えて紹介され、参加者は真剣な様子で聞き入っ

ていました。講座後の質疑応答では今後の情報発信やドラマを契機とした地域活性化策など

が話し合われ意義深い時間となりました。

　今後も町民の皆様にはこのマッサン通信で様々な情報をお知らせします。

マッサン通信

～「マッサン」応援推進協議会の取組みやドラマに関する情報をお知らせします～

平成２６年度後期 連続テレビ小説「マッサン」　
　放送予定　９月２９日～平成２７年３月２８日（全１５０回）

◆問合せ　商工観光課　☎２１－２１２５

「マッサン」町民講座を開催しました。　

◇◇◇観光振興と地域活性化の推進に向けて◇◇◇
・平成２５年１２月４日　　「マッサン」応援推進協議会が設立されました

　　　　　　　　　　　　　（町、商工会議所、観光協会など 12 団体）

・平成２６年１月　９日　　第１回　幹事会開催

・平成２６年２月１１日　　第１回　「マッサン」町民講座開催

 《会場の様子》  《浅野学芸員による講演》

　町では、町内に居住する単身高齢者世帯、重度

障がい者のいる世帯、ひとり親世帯の方々の冬期

間の生活を支援するため、灯油購入費等の一部（１

世帯１万円）を助成することとしています。

　この事業実施については、

本年の「広報よいち１月号」

により町民の皆様にお知ら

せしておりますが、助成の

対象となる方がいまだ申請

していないことも考えられ

ますので本年３月３１日まで引続き申請を受付す

ることに致しました。

　なお、助成の対象者については、家族構成や町

民税の課税状況などの条件がありますので、「広

報よいち１月号」で再度ご確認頂くか、または、

下記までお問合せください。

◆問合せ　町民福祉課　　☎２１－２１２０

　　　　　高齢者福祉課　☎２１－２１１９
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水質検査計画をお知らせします

平成２６年度 水質検査 実施計画（委託検査）
区
　
　
　
分

原水水質検査 浄水水質検査

全ての水系 余市川系
余市川系
豊丘中の川系
豊浜地区湯内川系
梅川地区梅川系

東部地区
元服川系

栄地区系
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目
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目
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リ
プ
ト
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4 月 ○ ○ ○ ○ ○
5 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 月 ○ ○ ○ ○
7 月 ○ ○ ○ ○ ○
8 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 月 ○ ○ ○ ○ ○
10 月 ○ ○ ○ ○
11 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 月 ○ ○ ○ ○
1 月 ○ ○ ○ ○
2 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 月 ○ ○ ○ ○

　水道課では、安全で良質な水を供給するため、水道

法に基づき水質検査計画を策定し、その計画により毎

日、毎月等の水質検査を実施しています。平成２６年

度水質検査計画のうち、委託検査の一覧を町民の皆様

にお知らせいたします。

　水質検査計画の全文及び検査結果は、余市町ホーム

ページに掲載しているほか、水道課窓口でも閲覧でき

ます。

　 な お、 ご 不 明 な 点 は、 水 道 課 浄 水 係（ ☎ 23-

4731）までお問合せください。

※クリプト等（栄地区を除く） 

　「原水」とは、取水地点で採取した水です。 

　「浄水」とは、給水栓より採取した水です。（＝水道

　水と同じもの）

・全項目＝　水道法で検査することとなっている 50

　項目の検査です。

・一　般＝　水道法で毎月検査することとなっている

　９項目についての検査です。

・アルミニウム＝　浄水処理に使用する薬品の中に含

　まれているものです。

・消毒副生成物＝　水中の有機物等と塩素が反応し生

　成される物質で一般的には発がん性があるといわれ

　ている物質の検査です。

・マンガン＝　原水に含まれるマンガン及びその化合

　物の検査です。

・蒸発残留物＝　水の中に浮遊したり溶解しているも

　のが、水を蒸発させたときに得られる残留物を調べ

　る検査です。

・亜硝酸態窒素＝　平成 26 年度から、新たに水道水

　質基準項目へ追加予定となる新規項目です。

・水質管理目標＝　ゴルフ場や上流域の農地で主に使

　用している農薬の検査です。

・クリプト指標菌＝　感染性の原虫クリプトスポリジ

　ウム汚染のおそれを調査し、その判断をする指標菌

　の検査です。

・クリプト等＝　塩素消毒に対して高い抵抗性を持つ

　（耐塩素性病原性微生物）原虫を調べる検査です。

　町では、子育て中の親子が気軽に集まり交流する場として「つどいの広場」を開催しています。親子遊びや

絵本の読み聞かせ、サークル交流などを予定していますので、是非たくさん参加してください（サークルに入っ

ていなくても参加できます。また、事前の申込みも必要ありません）。

　３月の交流会は「親子遊びの会」です。

　　◆日　時　３月５日（水）午前 10 時～ 11 時 30 分

　　◆場　所　中央公民館

　　◆問合せ　町民福祉課 児童福祉対策室　☎２１―２１２０

「つどいの広場」親子遊びの会のお知らせ
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余市町の空間放射線量率の状況
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測定値

測定日

平成２６年２月 余市町の空間放射線量率の状況 (H26.1.21～H26.2.20)

単位： ｎＧｙ／ｈ （ナノグレイ毎時）

　北海道が設置している広域モニタリングポスト（余市町朝日）による空間放射線量率の測定データを公表い

たします。

　私たちは日常的に自然界から微量の放射線を浴びていますが、通常測定される「空間放射線量率」は 10 ～

60 ナノグレイ毎時（ｎＧｙ / ｈ）程度で、雨が降ると一時的に上昇する場合があります。

放射線の単位

Ｇｙ（グレイ）：物質が放射線によって受けたエネルギーを表します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画政策課　☎２１―２１４２）

◆水道課では、余市川浄水場における原水（余市川の河川水）の放射性物質濃度を測定しています。

　２月７日に採水した測定結果については、放射性セシウム（Cs － 134、Cs － 137）、放射性ヨウ素

　（Ⅰ－ 131）のいずれも「不検出」であり、安心してお飲みいただけます。

※「不検出」とは、測定機器の検出限界以下であることを示します。　（余市川浄水場　☎２３－４７３１）

「なだれ」や落雪に注意
　3 月は冬の厳しい寒さがやわらぎ、気温が急に上昇してきますが、山間部などには雪が多く残っており、な

だれに注意が必要です。

　「なだれ」とは積もった雪が斜面をくずれ落ちる現象で、新たに大雪が降った場合や気温が上昇したときに

発生しやすくなります。

　なだれは木や建物を一瞬にして吹き飛ばす破壊力を

持っていて、そのスピードは車から新幹線並みです。

　深い雪のある斜面ではどこでもなだれの危険があり

ます。スキーや登山では、気象条件に注意するととも

に、地元の人が設定する危険地帯には絶対に立ち入ら

ないことが重要です。

　また、市街地では寒さがやわらいだときに屋根から

の落雪が起きやすくなります。軒下に入らないなど事

故にあわないように気をつけましょう。

◆問合せ　札幌管区気象台 天気相談所　☎０１１―６１１－０１７０　

　平成 26 年度の健康保険料率は、準備金を取り崩して 10.12% に据え置くことといたしましたが、平成

26 年 3 月分（4 月納付分）からの介護保険料率につきましては、介護給付費が年々増加し、協会けんぽが負

担すべき介護納付金も増加していることから、1.72%（平成 25 年度：1.55%）に引き上げざるを得ない状

況となっております。

　厳しい経済状況の中ではございますが、なにとぞご理解をいただきますようお願い申し上げます。

◆問合せ  協会けんぽ北海道支部　☎０１１－７２６－０３５２（代表）

◇協会けんぽ北海道支部からのお知らせ◆
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★３月のおもしろ宇宙教室★

余市宇宙記念館からのお知らせ

名　　　称 内　　容 日　　時 時　間 定員
レゴ エデュケーション

WeDo 教室
レゴブロックとモーター、センサーを組み

合わせ、パソコンでプログラミングをしま

す。（今年は新たな部品とソフトを追加して

おります）

８日（土）午前９時～

180 分
各 回

５  人

８日（土）午後１時～

９日（日）午前９時～

９日（日）午後１時～

対象は小学生以上、参加はすべて無料です。
申込みは３月１日（土）より電話で受付します。

   

観
測
会
の
ご
案
内

・
天
体
観
測
会

◆
日
時　

３
月
７
日

（金）

　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
7
時
30
分

◆
観
測
対
象　

　

冬
の
星
座
（
オ
リ
オ
ン
座
、
お
う

　

し
座
な
ど
）、
木
星
、
月

◆
場
所　

宇
宙
記
念
館
裏
・
道
の
駅

　

第
二
駐
車
場
横

　

（
申
込
不
要
・
現
地
集
合
・
無
料
）

◆
そ
の
他　

悪
天
候
に
よ
り
中
止
の

　

場
合
有
（
記
念
館
正
面
入
口
に
表

　

示
い
た
し
ま
す
）

☆
不
明
な
場
合
は
電
話
で
お
問
合
せ

　

く
だ
さ
い
。

　

  

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の
ご
案
内

　

「
余
市
マ
ジ
ッ
ク
の
会
」
の
皆
さ

ん
と
宇
宙
記
念
館
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
す
。

　

第
一
部
は
科
学
の
不
思
議
を
紹
介

す
る
「
科
学
マ
ジ
ッ
ク
」
を
記
念
館

ス
タ
ッ
フ
が
行
い
、
そ
の
原
理
を
科

学
的
に
説
明
し
ま
す
。
続
い
て
第
二

部
は
マ
ジ
ッ
ク
・
シ
ロ
ー
さ
ん
と
余

市
マ
ジ
ッ
ク
の
会
の
皆
さ
ん
が
登

場
、
様
々
な
マ
ジ
ッ
ク
を
繰
り
広
げ

ま
す
。

●
第
一
部
：
科
学
マ
ジ
ッ
ク　

　
　
　

～ 

仕
組
み
の
解
説
付 

～

●
第
二
部
：
マ
ジ
ッ
ク
・
シ
ロ
ー 

　

＆ 

余
市
マ
ジ
ッ
ク
の
会
に
よ
る

　

シ
ョ
ー

◆
日
時　

３
月
16
日

（日）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
　
　

   （
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）

◆
そ
の
他　

　

申
込
不
要
、
参
加
は
無
料
で
す
。

  

冬
期
間
の
宇
宙
記
念
館

  

運
営
に
つ
い
て

・
展
示
施
設
は
観
覧
で
き
ま
せ
ん

　

宇
宙
記
念
館
は
４
月
18
日

（金）
ま
で

展
示
施
設
に
つ
い
て
は
観
覧
休
止
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
冬
期
間
は
教
室
や
講
座
な

ど
各
種
事
業
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
詳
し
く
は
そ
の
都
度
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

・
施
設
利
用
に
つ
い
て

　

冬
期
間
は
宇
宙
記
念
館
を
有
効
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
宇
宙
記

念
館
の
各
施
設
を
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
（
有
料
）
。
コ
ン
サ
ー
ト
や

講
演
会
、
教
室
の
開
催
等
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
料
金
や
席
数
、
面
積
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ　

余
市
宇
宙
記
念
館

　
　
　
　
　
　

（
☎
21
―
２
２
０
０
）

　平成 25 年分の所得税及び復興特別所得税の確定申

告書の提出期限は３月 17 日（月）、　消費税及び地方

消費税（個人事業者）の確定申告書の提出期限は３月

31 日（月）までです。

　期限間近になりますと、税務署は大変混雑しますの

で、確定申告書は「前年の申告書控え」や「確定申告

の手引き」を参考にご自分で作成し、お早めに提出し

てください。

　確定申告書は、国税庁ホームページの「確定申告書

等作成コーナー」で作成し、印刷して郵送等により提

出することができます。

　なお、税務署などの確定申告会場にお越しの際には、

「前年の申告書控え」、確定申告に必要な書類及び印鑑

をご持参ください（「確定申告のお知らせ」が届いて

いる方はそのお知らせも持参してください）。

　また、駐車場が大変混雑しますので、公共交通機関

をご利用ください。

　税務署の閉庁日（土・日曜日、祝日等）は、税務署

での確定申告の受付は行っておりませんので、ご注意

ください。

◆問合せ　余市税務署　☎２２－２０９３

◆余市税務署からのお知らせです◆
申告書は、自分で作成して、お早めに！

☆おもしろ宇宙教室やイベント情報など、こちらのホームページをご覧ください☆
http://www.spacedome.jp

《観測会の様子》

《オリオン座》



健康と暮らしの情報（３月号）
子育て情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

健康づくり情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

休日当番医『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

その他の生活情報　　

事　業　名 対　象　者 実　施　日 時　　　　　間 会　　　　場

１歳６か月児健診 H24 年８月生まれ ６日（木）

受付 12：00 ～ 12：20 福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８１0 か月児健診 H25 年５月生まれ １３日（木）

３歳児健診 H22 年 10 月生まれ １４日（金）

ママさん交流会 おおむね 3 歳までの　
お子さんとその保護者

２４日（月） 10：00 ～ 12：00 福祉センター
☎２２―６２２８

４か月児健診 H25 年 11 月生まれ ２８日（金）受付 11：50 ～ 12：10 福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

当　番　日 医　療　機　関　名 電 話 番 号

       2日（日） 佐野内科クリニック 22-7001

       9日（日） 勝田内科皮フ科クリニック 22-3843

   16日（日） 中島内科 22-3866

   21日（金） 勤医協余市診療所 22-2861

      23日（日） ながい小児科医院 23-6881

    30日（日） 田中内科医院 22-6125

事　業　名 実　施　日 時　　　　間 会　　　　場 備　　　　考

心の健康相談

３月６日（木）

※４月は上旬に実
施予定です。日程
等については、直
接保健所にお問合
せください。

　13：30 ～ 15：30 倶知安保健所余市支所
☎２３－３１０４

3 日前までに予約が必要
です。
( 申込先）倶知安保健所
※相談日は都合により変
更する場合があります。
☎ 0136―23―1957

認知症の介護相談 　　 １７日（月）  　19：00 ～ 21：00 福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

ご自由に相談下さい。

健康相談  　　２６日（水） 　   9：00 ～ 15：00 余市町役場
☎２１―２１２２

予約が必要です。
☎２１―２１２２

事　業　名 実　施　日 時　　　間 会　　　場 備　　　考

心配ごと相談 12 日（水）、26 日（水） 13：00 ～ 16：00

福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

（問合せ）
余市町社会福祉協議会

☎２２―３１５６
※法律相談については
事前申込み必要

育児・子育て相談 ２０日（木） 13：00 ～ 16：00

無料法律相談
（予約制）

１１日（火） 13：30 ～ 14：30

１９日（水） 13：00 ～ 16：00 中央公民館
☎２３―５００１

事前申込み必要
役場総務課

☎２１―２１１１

１８日（火） 15：00 ～ 17：00 余市商工会議所
☎２３―２１１６

事前申込み必要
申込同左

〈2014. ③広報よいち　７〉

注）福祉センター（富沢町５丁目）、福祉センター入舟分館（入舟町）、中央公民館（大川町４丁目）、
　　倶知安保健所余市支所（朝日町）、余市商工会議所（黒川町３丁目）

※休日当番医の診療時間は9時～1７時までです。

休日当番医は変更になることがありますので、

確認してから受診してください。



　
お
知
ら
せ

　
募
　
集

〈2014. ③広報よいち　８〉

〈
各
種
自
衛
官
等
募
集
〉

　

自
衛
官
候
補
（
男
子
）、
予
備
自

衛
官
補
（
一
般
・
技
術
）、
一
般
幹

部
候
補
生
（
一
般
・
歯
科
・
薬
剤
）、

医
科
・
歯
科
幹
部
を
募
集
し
ま
す
。

※
細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
、

　

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

　

本
部
小
樽
地
域
事
務
所
（
小
樽
市

　

稲
穂
２
―
22
―
４
樽
石
ビ
ル
2F
）

　

（
☎
０
１
３
４
―
22
―
５
５
２
１
）

〈
総
合
体
育
館

   　
「
健
康
教
室
」参
加
者
募
集
〉

　

や
さ
し
く
簡
単
に
で
き
る
健
康
教

室
に
参
加
し
て
、
体
を
動
か
し
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

★
健
康
教
室　

①
３
月
５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

　

（
各
水
曜
日
）

　

●
肩
・
膝
・
腰
痛
予
防
体
操　
　

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
3
時

・
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
幹
を
中
心
に
姿

　

勢
の
改
善
か
ら
コ
リ
や
痛
み
を
軽

　

減
、
予
防
し
ま
す
。
簡
単
な
運
動

　

器
具
も
使
用
し
ま
す
。

　

●
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ス
ロ
ー
ト
レ
ー

　
　

ニ
ン
グ

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
8
時

・
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
と
し
、
ゆ
っ

　

く
り
し
た
動
作
で
行
う
ス
ロ
ー
ト

　

レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
呼
吸
筋
群
・
姿

　

勢
筋
群
を
刺
激
し
ま
す
。
基
礎
体

　

力
や
代
謝
の
向
上
を
促
し
、
ダ
イ

　

エ
ッ
ト
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

②
３
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

　

（
各
木
曜
日
）

　

●
表
情
筋
と
リ
ズ
ム
体
操

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
3
時

・
表
情
筋
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
リ
ズ
ム

　

体
操
で
、
き
れ
い
な
姿
勢
を
保
ち

　

全
身
疲
れ
知
ら
ず
の
健
康
美
を
キ

　

ー
プ
。

◆
募
集
定
員　

各
教
室　

定
員
15
名

　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

◆
参
加
料　

　

１
回
500
円
（
使
用
料
・
保
険
料
含
む
）

　

◎
４
回
セ
ッ
ト
１
，
８
０
０
円

※
動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、　

　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
は
各
自
ご
用
意

　

願
い
ま
す
。　
　

◆
申
込
み　

総
合
体
育
館
窓
口
、
ま

　

た
は
電
話
連
絡
に
て
受
付
い
た
し

　

ま
す
。
た
だ
し
、
健
康
状
態
（
高

　

血
圧
等
）
に
応
じ
て
、
お
断
り
す

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
せ　

総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
５
２
１
０
）

〈
国
家
公
務
員 

採
用
試
験
〉   

○
総
合
職
試
験

（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

　
　
　

４
月
１
日

（火）
～
４
月
８
日

（火）

○
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

　
　
　

４
月
９
日

（水）
～
４
月
21
日

（月）

○
一
般
職
試
験

（
高
卒
者
・
社
会
人
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

　
　
　

６
月
23
日

（月）
～
７
月
２
日

（水）

★
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス　
　
　
　
　

　

h
ttp

:/
/
w

w
w

.jin
ji-

s
h

ik
e
n

.　

　

g
o
.jp

/
ju

k
e
n

.h
tm

l

◆
問
合
せ　

人
事
院
北
海
道
事
務
局

　

第
二
課
試
験
係

　
　
　
　
　

☎
011
―
241
―
１
２
４
８

〈
労
働
基
準
監
督
官 

採
用
試
験
〉

◆
受
付
期
間

　

（
受
付
は
原
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
申
込
み
と
な
り
ま
す
）

　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

　

４
月
１
日

（火）
午
前
９
時
～

　
　
　
　

４
月
14
日

（月）
受
信
有
効

★
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス　
　
　
　
　

　

h
ttp

:/
/
w

w
w

.jin
ji-

s
h

ik
e
n

.　

　

g
o
.jp

/
ju

k
e
n

.h
tm

l

　

②
郵
送
又
は
持
参　

　

４
月
１
日

（火）
～
４
月
２
日

（水）　
　

　

（
郵
送
の
場
合
は
４
月
２
日

（水）
ま

　

で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

◆
試
験
日
程

　

第
１
次
試
験　

６
月
８
日

（日）

　

第
２
次
試
験　

７
月
16
日

（水）
・

　
　
　
　
　
　
　

17
日

（木）
・
18
日

（金）

◆
問
合
せ　

北
海
道
労
働
局
総
務
課

　

人
事
第
一
係　

　
　

☎
011
―
709
―
２
３
１
１　

　
　
　
　
　
　
　

内
線
３
５
１
１

　

小
樽
労
働
基
準
監
督
署 

監
督
課

　
　

☎
０
１
３
４
―
33
―
７
６
５
１

〈
国
税
専
門
官 

採
用
試
験
〉

◆
受
験
資
格

　

①
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
　

５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

　

②
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
　

れ
の
者
で
大
学
を
卒
業
し
た
な

　
　

ど
別
に
定
め
る
者

◆
受
付
期
間

　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

　

４
月
１
日

（火）
午
前
９
時
～

　
　
　
　

４
月
14
日

（月）
受
信
有
効

★
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス　
　
　
　
　

　

h
ttp

:/
/
w

w
w

.jin
ji-

s
h

ik
e
n

.　

　

g
o
.jp

/
ju

k
e
n

.h
tm

l

　

②
郵
送
又
は
持
参　

　

４
月
１
日

（火）
～
４
月
２
日

（水）　
　

　

（
郵
送
の
場
合
は
４
月
２
日

（水）
ま

　

で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

※
原
則
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

=　募集・お知らせ　=



　

申
込
み
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
試
験
日
程

・
第
１
次
試
験

　

【
基
礎
能
力
試
験
、
専
門
試
験
】　

　
　
　
　
　
　
　

６
月
８
日

（日）

・
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日

　
　
　
　
　
　
　

７
月
１
日

（火）

・
第
２
次
試
験

　

【
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査
】　

　
　

７
月
15
日

（火）
～
23
日

（水）
ま
で
の

　
　

う
ち
指
定
す
る
日

・
最
終
合
格
者
発
表
日

　
　
　
　
　
　
　

８
月
20
日

（水）

◆
問
合
せ　

札
幌
国
税
局
人
事
第
２

　

課
採
用
担
当　
　

　
　

☎
011
―
231
―
５
０
１
１　

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
３
１
５

　

ま
た
は
最
寄
り
の
税
務
署

〈
余
市
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

　

雪
解
け
シ
ー
ズ
ン
を

　
　
　
　

迎
え
る
に
あ
た
り

○
屋
根
か
ら
の
落
雪
・
落
下
！

　

軒
下
で
の
除
雪
作
業
時
や
歩
道
を

歩
い
て
い
る
際
に
は
、
頭
上
か
ら
の

落
雪
に
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
際
に

は
、
命
綱
や
滑
り
止
め
を
着
用
し
、

雪
が
溶
け
出
し
に
く
い
時
間
帯
の
作

業
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
危
険
箇
所
へ
の
転
落
！

　

 

冬
期
間
は
雪
が
積
も
っ
て
い
る
た

め
、
誤
っ
て
危
険
箇
所
に
近
づ
い
て

し
ま
い
、
川
や
池
に
転
落
す
る
と
い

う
事
故
が
度
々
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

河
川
に
は
み
だ
り
に
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
消
防
署
か
ら
の
お
願
い
で
す
！

　

消
火
栓
付
近
へ
の
駐
停
車
や
雪
捨

て
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

★
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　
　

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭

は
、
設
置
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

★
善
意
で
使
用
さ
れ
た
消
火
器
が

　
　
　
　

補
償
さ
れ
ま
す
！

　

余
市
町
内
で
発
生
し
た
火
災
を
消

す
た
め
、
消
火
活
動
の
協
力
者
が
使

用
し
た
消
火
器
に
対
し
、
使
用
済
み

の
消
火
器
へ
薬
剤
を
再
充
填
し
た

り
、
新
品
の
消
火
器
と
交
換
出
来
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
せ　

余
市
消
防
署

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
３
７
１
１
）

〈
余
市
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

　
　

   

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ
〉   

　

余
市
町
民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

入
会
で
き
ま
す
。

◆
活
動
内
容　

月
例
大
会
、
宿
泊
を

　

伴
う
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
温
泉
巡
り

　

の
旅
行
、
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
、

　

各
種
大
会
の
紹
介

※
入
会
金
等
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ

　

く
だ
さ
い

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

余
市
町
パ
ー

　

ク
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
（
事
務
局
長

　

嶋
田　

剛
☎
22
―
４
３
５
３
）

〈
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

　
　
　

  「
市
民
審
査
員
」
募
集
〉   

　

６
月
の
札
幌
の
街
を
舞
台
に
開
催

さ
れ
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
。
演
舞
を
審
査
す
る
側
と
し
て

お
祭
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

特
別
な
技
術
や
知
識
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
審
査
日
程　
６
月
７
日

（土）
、
８
日

（日）

◆
会
場　

札
幌
市
中
央
区

　
　
　
　

（
大
通
公
園
周
辺
）

◆
活
動
内
容　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ

　

ー
ラ
ン
祭
り
に
お
け
る
演
舞
の
審
査

◆
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に

　

必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、
郵
送

　

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

の
い
ず
れ
か
で
応
募

※
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
電
話
に
て

　

お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い

※
応
募
人
数
が
定
員
を
超
え
た
場
合

　

は
抽
選
と
な
り
ま
す

※
抽
選
結
果
の
通
知
は
５
月
上
旬
を

　

予
定
し
て
お
り
ま
す

◆
募
集
期
間　

　

３
月
１
日

（土）
～
４
月
25
日

（金）

　

※
締
切
日
必
着

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

　

実
行
委
員
会

　

〒
060
―
０
０
０
１　

　

札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
２
丁
目

　

北
海
道
経
済
セ
ン
タ
ー
４
Ｆ

　

☎
011
―
231
―
４
３
５
１

　

FAX 

011
―
233
―
４
３
５
１

　

メール s
h

in
s
a
@

yo
s
a
k
o
i-s

o
ra

n
.jp

　

ＨＰ h
ttp

:/
/
w

w
w

.yo
s
a
k
o
i-

        s
o
ra

n
.jp

/

黒
川
児
童
館
（
入
舟
町
☎
23
―
４
３
３
８
）

▽
ひ
な
ま
つ
り
の
会

　

３
月
１
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
ウ
ノ
大
会

　

３
月
23
日

（日）　

午
後
１
時
30
分
～

沢
町
児
童
館
（
富
沢
町
３
丁
目
☎
23
―
５
６
７
３
）

▽
ひ
な
ま
つ
り
の
会

　

３
月
１
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
卒
業
を
祝
う
会

　

３
月
８
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
第
23
回 

将
棋
大
会
、

　

第
８
回 

オ
セ
ロ
大
会

　

３
月
22
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

　

※
両
大
会
と
も

　
　

事
前
申
込
み

　
　

必
要
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お
酒
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に

　　

適
度
の
飲
酒
は
、
食
欲
を
増
進
さ

せ
、
血
行
を
良
く
し
、
家
族
や
親
し

い
友
人
と
の
語
ら
い
の
時
間
を
い
っ

そ
う
楽
し
く
さ
せ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
良
い
効
用
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
、
適
量
を
守
り

適
切
に
飲
酒
し
た
場
合
で
す
。
度
の

過
ぎ
た
飲
酒
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
や
対
人
関
係
の
悪
化
、
家
族
へ
の

迷
惑
、
心
身
へ
の
障
害
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
り
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。

　

お
酒
と
の
付
き
合
い
方
を
、
い

ま
一
度
振
り
返
り
、
健
康
的
な
飲
み

方
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

知
ら
な
い
と
危
な
い
！

　

ア
ル
コ
ー
ル
（
飲
酒
）
の

　

常
識
・
非
常
識

★
一
度
に
た
く
さ
ん
飲
む
人

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
繰
り
返
し
大
量

に
飲
む
と
、
健
康
を
害
し
た
り
、
事

故
の
危
険
を
増
し
た
り
、
依
存
を
進

行
さ
せ
た
り
す
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
回
数
は
少
な
い
場
合
で

も
、
一
時
に
大
量
に
飲
む
こ
と
で
危

険
性
は
高
ま
り
ま
す
。

★
飲
む
と
顔
が
赤
く
な
る
人

　

日
本
人
は
元
来
、
お
酒
に
弱
い
人

種
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
飲

む
と
顔
が
赤
く
な
る
体
質
の
場
合

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
が
遅
く
、

が
ん
や
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
障
害
を
起

こ
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

★
寝
酒
を
飲
ん
で
い
る
人

　

健
康
な
深
い
睡
眠
の
た
め
に
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
は
逆
効
果
で
す
。

　

寝
酒
（
眠
り
を
助
け
る
た
め
の
飲

酒
）
は
、
睡
眠
を
浅
く
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
不
眠
や
う
つ
病
を
悪
化
さ

せ
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

★
女
性
・
高
齢
の
人

　

女
性
や
高
齢
者
は
、
男
性
よ
り
も

ア
ル
コ
ー
ル
性
の
障
害
が
起
こ
り
や

す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

男
性
に
比
べ
て
飲
酒
量
を
控
え
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

★
飲
み
す
ぎ
が
関
係
す
る
病
気

　

脳
の
病
気
（
出
血
・
梗
塞
）、
認

知
症
（
脳
の
委
縮
）、
が
ん
（
口
腔
・

咽
頭
・
食
道
・
大
腸
・
肝
臓
な
ど
）、

心
臓
の
病
気（
心
筋
梗
塞
・
不
整
脈
）、

消
化
器
系
の
病
気
（
胃
炎
・
膵
炎
・

肝
炎
・
肝
硬
変
な
ど
）、
生
活
習
慣

病
（
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
痛
風
な
ど
）、

心
の
病
気
（
不
眠
症
・
う
つ
病
・
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
）

　

あ
な
た
の
お
酒
は
適
量
？

　

《
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
》
を

　

チ
ェ
ッ
ク
！

　

健
康
の
保
持
・
増
進
の
た
め
の
適

切
な
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
は
、
１
日
20

ｇ
で
す
。
ご
自
身
が
１
日
に
接
種
し

て
い
る
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
を
左
の
表

で
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
１
日
に
ビ
ー
ル
350 

ml
１

本
と
焼
酎
１
合
飲
む
方
は
、
純
ア
ル

コ
ー
ル
量
（
14
＋
36
＝
50
）
を
50
ｇ

摂
取
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

純
ア
ル
コ
ー
ル
量
が
60
ｇ
以
上
の

方
は
多
量
飲
酒
と
な
る
た
め
要
注

意
！

　

た
だ
ち
に
、
減
量
し
ま
し
ょ
う
。

　

飲
酒
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

す
る
工
夫
♪

　

健
康
維
持
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

自
分
に
合
っ
た
方
法
で
、
上
手
に
ア

ル
コ
ー
ル
と
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

①
飲
酒
す
る
時
間
・
上
限
量
を
決
め

　

る
②
お
酒
を
飲
ま
な
い
日
（
休
肝
日
）

　

を
決
め
る

③
薄
め
て
飲
む

④
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
て
し
ま
う
相
手

　

や
場
所
、
状
況
は
避
け
る

⑤
周
り
の
人
に
減
酒
の
目
標
を
宣
言

　

し
て
協
力
し
て
も
ら
う

⑥
減
酒
日
記
を
つ
け
る　

な
ど

　

相
談
窓
口

　

ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
不
安
・
困

り
ご
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
倶
知
安
保
健
所 

精
神
保
健
福
祉
係

　
　

☎
０
１
３
６
―
23
―
１
９
５
７

●
保
健
課 

保
健
指
導
グ
ル
ー
プ

　
　

☎
21
―
２
１
２
２

◎
認
知
症
に
つ
い
て

　
　
　
　

     

学
び
語
り
合
う
会

　

余
市
町
認
知
症
の
人
を
支
え
る
家

族
の
会
（
つ
く
し
の
会
）
で
は
、
介

護
（
介
護
保
険
制
度
・
介
護
施
設
等
）

に
関
す
る
色
々
な
問
題
に
つ
い
て
、

家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
が
学
ぶ
た
め

の
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
：
３
月
８
日

（土）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
40
分

◆
場
所
：
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
舟
分
館

　
　
　
　

２
階　

大
会
議
室

◆
内
容
：
講
演
と
話
し
合
い

・
演
題
『
老
人
福
祉
介
護
の
諸
問
題
』

　
　

～
介
護
保
険
の
制
度
と
利
用
～

・
講
師
：
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

  

管
理
者  

小
畑 

勝
裕
先
生

◆
参
加
費
：
無
料

◆
主
催
：
余
市
町
認
知
症
の
人
を
支

　

え
る
家
族
の
会
（
通
称
つ
く
し
の
会
）

◆
対
象
：
認
知
症
の
人
を
介
護
さ
れ

　

て
い
る
方
、
認
知
症
に
関
心
の
あ
る

　

方
、
ど
な
た
で
も
よ
ろ
し
い
で
す
。

◆
問
合
せ
：
余
市
町
認
知
症
の
人
を

　

支
え
る
家
族
の
会 

会
長 

小
田
原 

進

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
―
７
１
６
３

種類
（度数）

量
純アル

コール量
（ｇ）

ビール
（5％）

350ml 14

500ml 20

発泡酒
（6％）

350ml 16.8

500ml 24

日本酒
（15％）

1 合（180ml） 21.6

ワイン
（12％）

グラス 1 杯（120ml） 11.52

缶酎ハイ
（8％）

350ml 22.4

500ml 32

焼酎
（25 度）

1 合（180ml） 36

ウイスキー
（40％）

シングル（30ml） 9.6

ダブル（60ml） 19.2

平成 25 年度

　　　　国保特
と く て い け ん し ん

定健診 受診率速報！
        　　　　　 　　１４．９％　　（平成 26 年１月末現在）

♥今月の特定健診
【自分の都合に合わせて、個人で受けに行く健診】

○余市町、仁木町、古平町の指定医療機関
○北海道対がん協会 札幌がん検診センター（送迎バス無し）
　　《詳細は役場保健課へ問合せください。》



 　

北
洋
漁
業

　

明
治
末
以
降
、
余
市
町
か
ら
北
洋
（
樺
太
、
沿
海

州
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
）
へ
出
漁
す
る
漁
業
者
や
、
雇

わ
れ
て
出
稼
ぎ
を
す
る
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
大
正

時
代
、
梅
川
町
の
あ
る
漁
家
の
主
人
は
、
地
元
の
建

網
漁
に
雇
わ
れ
て
働
い
た
後
、
す
ぐ
に
北
洋
へ
出
稼

ぎ
を
し
て
、
刺
網
漁
の
不
漁
で
出
来
た
借
金
を
返
済

し
ま
し
た
（
『
余
市
町
梅
川
第
二
区
会
四
十
周
年
記

念
史
別
冊
』
）
。

　

日
本
人
に
よ
る
北
洋
へ
の
出
漁
は
、
明
治
以
前
か

ら
の
樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）
沿
岸
漁
業
に
始
ま
り
ま

す
。
明
治
８
（
１
８
７
５
）
年
の
樺
太
・
千
島
交
換

条
約
に
よ
り
日
本
は
樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）
の
領
有
権

を
放
棄
し
ま
す
が
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
地
方
の
漁
場

を
拡
大
さ
せ
、
漁
業
権
を
め
ぐ
っ
て
日
本
と
ロ
シ
ア

は
対
立
し
ま
し
た
。
日
露
戦
争
に

よ
り
明
治
38
年
に
日
本
は
樺
太
全

島
を
占
領
、
同
年
、
南
樺
太
が
日

本
領
と
な
り
ま
す
。
明
治
40
年
の

日
露
漁
業
協
約
締
結
後
は
、
日
本

海
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
ベ
ー
リ
ン

グ
海
の
沿
岸
の
漁
業
権
は
日
本
の

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
か
ら
の
漁
船
団
が
ロ
シ
ア

領
海
な
ど
で
対
象
と
し
た
魚
は
、

最
初
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
な
ど
の
ニ

シ
ン
で
し
た
が
、
漁
場
が
拡
大
す

る
に
つ
れ
て
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島

の
西
岸
沖
と
同
半
島
突
端
か
ら
ア

リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
南
の
沖
合
い

漁
場
の
サ
ケ
、
マ
ス
、
さ
ら
に
は
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半

島
西
岸
沿
い
と
同
海
北
西
沿
岸
の
タ
ラ
バ
ガ
ニ
も
多

く
漁
獲
さ
れ
ま
し
た
。

　

余
市
町
の
大
漁
家
だ
っ
た
猪
俣
家
は
明
治
か
ら
大

正
に
か
け
て
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
で
の
サ
ケ
マ
ス
漁
を

経
営
し
て
い
ま
し
た
（
『
猪
俣
家
小
伝
』
）
。
同
書

に
よ
る
と
猪
俣
家
の
建
網
漁
場
は
西
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ

で
、
漁
夫
は
北
海
道
出
身
者
が
30
名
、
富
山
県
新
湊

出
身
者
20
名
の
50
名
ほ
ど
で
操
業
し
て
い
ま
し
た
。

運
搬
用
に
向
か
っ
た
持
ち
船
は
西
洋
型
帆
船
の
金
比

羅
丸
と
共
栄
丸
で
、
現
地
で
漁
獲
物
を
塩
蔵
後
、
小

樽
ま
で
運
搬
し
て
販
売
し
ま
し
た
。

　

同
書
に
は
、
現
地
で
の
サ
ケ
漁
に
従
事
し
た
漁
夫

の
体
験
談
が
見
え
ま
す
。
「
…
七
月
十
日
過
ぎ
ま
で

に
網
を
か
け
、
七
月
末
か
ら
最
盛
期
に
入
る
。
…
水

面
は
魚
で
魚
で
雨
が
降
っ
て
い
る
よ
う
に
な
る
。
櫓

を
こ
ぐ
と
ゴ
ツ
ン
ゴ
ツ
ン
と
魚
に
当
り
、
波
の
中
を

透
か
し
て
み
る
と
、
ウ
ジ
ャ
ウ
ジ
ャ
い
ま
す
。
最
盛

期
の
若
も
の
は
二
時
間
ぐ
ら
い
し
か
眠
ら
れ
な
い

…
」

『
北
海
タ
イ
ム
ス
』
に
も
、
北
洋
の
サ
ケ
漁
の
漁
夫

を
取
材
し
た
記
事
が
あ
り
ま

す
。
「
…
朝
は
三
時
か
ら
夜

は
十
一
時
ま
で
照
る
日
、
曇

る
日
、
間
の
抜
け
た
鮭
の
顔

と
顔
を
突
き
合
は
せ
て
働
か

ね
ば
な
ら
ぬ
彼
ら
で
あ
る
。

…
（
中
略
）
…
夜
十
一
時
に

仕
事
を
終
っ
て
も
、
め
し
を

食
っ
た
り
湯
に
入
っ
た
り
す

る

と

早

や

十

二

時

、

横

に

な
っ
た
と
思
う
と
叩
き
起
こ

さ
れ
る
。
こ
れ
じ
ゃ
夢
を
見

る
間
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」

　

大
正
時
代
に
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
余
市
町
の
ニ
シ
ン
で
し

た
が
、
昭
和
に
な
っ
て
不
漁
が
続
く
と
北
千
島
（
千

島
列
島
の
ウ
ル
ッ
プ
島
以
北
）
に
出
漁
し
た
漁
家
が

い
ま
し
た
。
写
真
に
見
え
る
魚
は
ニ
シ
ン
の
よ
う
で

す
が
、
『
北
の
ロ
マ
ン
』
に
掲
載
さ
れ
た
北
洋
漁
業

に
関
す
る
記
載
で
は
、
昭
和
15
年
頃
に
余
市
町
奥
寺

家
が
「
北
海
道
漁
業
連
合
会
」
か
ら
の
「
嘱
託
」
で

北
千
島
に
出
漁
し
、
サ
ケ
、
タ
ラ
を
漁
獲
し
た
と
あ

り
ま
す
。

　

北
洋
漁
業
と
聞
く
と
、
多
く
は
過
酷
な
労
働
現
場

だ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
写
真
は
明
る
い
日

差
し
の
中
で
働
く
人
の
笑
顔
も
見
え
、
の
ど
か
な
空

気
が
伝
わ
り
ま
す
。

☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁
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写真：北千島でのニシン漁
　　　　　　　　　　（時期不明　奥寺家）

　北海道 障害者職業能力開発校（砂川市）では、平成２６年度入校

生の追加募集（随時）を行っております。

◆受 付 期 限　４月 18 日（金）まで

◆募集訓練科　総合ビジネス科、プログラム設計科、ＣＡＤ機械科、

　　　　　　　建築デザイン科、総合実務科

◆申込み及び問合せ先　

　北海道 障害者職業能力開発校

　〒０７３－０１１５　砂川市焼山６０番地

　　　　　  ☎０１２５―５２－２７７４

　　　　FAX ０１２５―５２－９１７７

　　  HP：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/ssk/index.htm

北海道 障害者職業能力開発校
         平成２６年度入校生追加募集のご案内



図
書
館
の
す
て
き
な
窓

余市町寿大学　健康な年を祈願する

生 涯 学 習 だ よ り 　

寿
大
学　

今
月
の
学
習

☆
３
月
13
日

（木）　

午
後
０
時
30
分
～　

３
階
301
号
室

　

●
平
成
25
年
度 

閉
講
式

　

寿
大
学
で
は
、
年
間
15
講
座
（
今
年
は
14
講
座
）
を
設
け

て
学
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
講
座
の
他
に
も
サ
ー
ク
ル
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
楽
し
い
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

10
講
座
出
席
者
に
は
修
了
証
書
、
13
講
座
出
席
者
に
は
精
勤

賞
、
全
講
座
出
席
者
に
は
皆
勤
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

閉
講
式
に
続
き
、
学
生
自
治
会
主
催
の
懇
親
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
最
後
を
し
っ
か
り
し
め
く
く
り
次
年
度
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
。

女
性
学
級　

今
月
の
学
習

☆
３
月
17
日

（月）　

午
後
１
時
30
分
～

　

●
平
成
25
年
度 

閉
講
式

　

女
性
学
級
も
今
年
度
14
講
座
を
学
習
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
も
会
員
が
増
加
し
72
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
講
座
や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
も
熱
心
に
参
加
す
る
姿
が
見
ら

れ
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

閉
講
式
に
参
加
し
、
年
度
を
締
め
く
く
る
と
共
に
、
新
年
度

に
向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
会
場
は
101
・
102
号
室
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
）

寿
大
学
及
び
女
性
学
級
の
生
徒
募
集

　

余
市
町
寿
大
学
及
び
女
性
学
級
で
は
、
４
月
か
ら
の
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
寿
大
学
で
は
60
歳
以
上
の
男
女
で
、
学

生
自
治
会
費
と
し
て
年
間
千
円
か
か
り
ま
す
。
女
性
学
級
は
、

無
料
で
す
。

　

ま
た
、
サ
ー
ク
ル
と
し
て
民
謡
、
詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ
、
手

芸
、
コ
ー
ラ
ス
が
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
は
費
用
が
か
か
ら

ず
、
楽
し
く
技
術
が
身
に
つ
き
ま
す
。

◆
募
集
期
間　

３
月
１
日

（土）
～
４
月
４
日

（金）

◆
申
込
み　

申
込
用
紙
は
中
央
公
民
館
窓
口
に
あ
り
ま
す
が
、

　

電
話
で
も
受
付
け
ま
す
。
（
☎
23
―
５
０
０
１
）
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問合せ　教育委員会社会教育課
　　　　☎２３―５００１

　寿大学の第１３回目の講座は、「新年を寿ぐ会」として１月１６日に開催されました。

　当日は、寒さも厳しく雪降りの中、４６名が元気に講座に参加しました。中村（教育長）学長の「健康で生

涯学び続けましょう。」の挨拶の後、嶋町長、中井町議会議長から新年のお祝いの言葉を頂きました。

　また、遠藤余市町老人クラブ連合会長の祝杯により、学生自治会の主催で懇親会が持たれました。

　藤本民謡サークル講師の三味線に合わせ

て民謡サークル員が全国の民謡を次々歌い

ました。最後に参加者ののど自慢によるカ

ラオケで会場が一気に盛り上がりました。

　講座も残すところあと２回となりました。

　「みんな揃って閉講式を迎えられるよう、

健康に留意し頑張りましょう。」と和やかな

雰囲気の「新年を寿ぐ会」となりました。

第２７回 シルバーアート展開催
女性学級 第１３回講座
　　　　　　　～書に親しむ～
　女性学級の第１３回目の講座は、講師に山﨑正義先

生をお迎えし、「書に親しむ」と題して開催しました。

参加者は１７名で、大半は初めて筆を持つ人で、中に

は何十年ぶりという方もおりました。水墨画に自分の

名前を書くもので、だれでも気軽に取り組め、筆を運

んでいるうちに、個

性溢れる作品となっ

て完成しました。

　作品は１階ロビー

に展示され、出品者

は、批評しあったり、

鑑賞者からは「水墨

画 は め ず ら し い。」

と話題を呼んでいま

した。

　町内６０歳以上の方を対象に行っているシルバー

アート展が１月１５日から１９日まで中央公民館で開

催されました。今年は、書道と写真の出品数が多く、

力作が目立ちました。特に、書道や、木彫りの仏像

等、時間をかけたものが目に止まりました。また、

文化教室修了作品展

として「和紙ちぎり

絵」も展示されシル

バー展に花を添えま

した。

　また、デイケアな

どの施設で制作した

作品の応募もありま

した。今後共、お気

軽に出品願います。  《シルバー展風景》 《筆使いの指導風景》

 《民謡サークルの発表》  《懇親会風景》



冬
季
社
会
体
育
事
業
よ
り

～
よ
い
ち
っ
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室
～　
　

　

冬
休
み
期
間
中
の
１
月
15
・
16
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

よ
い
ち
っ
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
は
町
内

の
小
学
校
３
年
生
以
上
29
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
寒
さ
に
も
め
げ
ず
、
ジ
ャ

ン
プ
台
横
の
ス
ロ
ー
プ
を
タ
イ
ヤ

チ
ュ
ー
ブ
で
滑
っ
た
り
、
ポ
ー
ル

を
ス
キ
ー
で
く
ぐ
っ
た
り
、
雪
上

で
の
ゲ
ー
ム
を
存
分
に
楽
し
ん
い

ま
し
た
。

～
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ　

ゴ
ル
ポ
ッ
カ
～

　

ゴ
ル
ポ
ッ
カ
は
、
北
海
道
の
冬
期
間
で
も
気
軽
に
行
え

る
健
康
づ
く
り
の
運
動
と
し
て
北
翔
大
学
で
開
発
さ
れ
ま

し
た
。
か
ん
じ
き
を
履
い
て
や
わ

ら
か
い
ボ
ー
ル
を
ク
ラ
ブ
で
打
つ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
す
。
１
月
29
日

の
開
催
日
に
は
、
総
合
体
育
館
横

に
29
名
が
参
加
し
、
北
翔
大
学
の

先
生
と
学
生
の
指
導
の
も
と
履
き

慣
れ
な
い
か
ん
じ
き
を
履
き
、
雪

上
の
ボ
ー
ル
を
ク
ラ
ブ
で
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
も
ゴ
ル
ポ
ッ
カ
に
親

し
ん
で
い
ま
し
た
。

～
余
市
町
民
ス
キ
ー
大
会
開
催
～

　

２
月
２
日
に
、
ジ
ャ
ン
プ
台
周
辺
特
設
競
技
場
に
お
い

て
、
第
46
回
町
民
ス
キ
ー
大
会
兼
第
30
回
余
市
ス
キ
ー
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
総
勢
40
人
余
り
の
参
加
者
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
寒
い
中
、
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生 涯 学 習 だ よ り

図
書
館
の
す
て
き
な
窓
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☆
【
お
り
紙
講
習
会
】
～
連
鶴
を
つ
く
ろ
う
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
～

◆
日
時　

３
月
８
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
場
所　

図
書
館
２
階 

読
書
集
会
室　

◆
対
象　

中
学
生
以
上

◆
講
師　

新
井
田 

勢
津
子
さ
ん　

◆
定
員　

10
名

◆
材
料
費　

100
円  

◆
持
ち
物  

申
込
み
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
３
月
５
日

（水）
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
【
ロ
ー
ジ
ー
＆
ロ
ー
レ
ン
英
語
de
お
は
な
し
会
】

◆
日
時　

３
月
９
日

（日）　

午
前
11
時
（
入
場
無
料
）

◆
場
所　

図
書
館
２
階 

視
聴
覚
室

◆
内
容　

英
語
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
し
り
と
り
ゲ
ー
ム
他

☆
【
祝
日
特
別
映
画
会
】
３
月
21
日

（金）　

午
後
２
時
～

　

・
「
麗
し
の
サ
ブ
リ
ナ
」
洋
画
【
113
分
】

☆
【
図
書
館
探
検
キ
ッ
ズ
隊 

隊
員
募
集
！
】

◆
日
時　

３
月
29
日

（土）　

午
前
10
時
30
分
～

◆
場
所　

図
書
館
２
階 

読
書
集
会
室　

◆
対
象　

小
学
校
３
年
生
～
６
年
生　

◆
定
員　

15
名

※
３
月
25
日

（火）
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
【
お
は
な
し
会
】
３
月
８
日

（土）
・
22
日

（土）

　
　
　
　

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
２
時
～

☆
【
本
の
ひ
ろ
ば
読
み
聞
か
せ
の
会
】

◆
日
時　

３
月
５
日

（水）
・
12
日

（水）　

午
前
10
時
30
分
～

☆
開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

☆
今
月
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
４
月
1
日

（火） 

図
書
整
理
日

◆
問
合
せ　

図
書
館
（
☎
22
―
６
１
４
１
）

　
　

h
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２
月
７
日
か
ら
ロ
シ
ア
の
ソ
チ
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
日
本
選
手
が
活
躍
し
た
感
動
的

な
名
場
面
は
ま
だ
心
に
焼
き
つ
い
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
旧
竹
鶴
シ
ャ
ン
ツ
ェ
が
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド

だ
っ
た
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
船
木

和
喜
・
斎
藤
浩
哉
選
手
ら
が
活
躍
し
た
こ
と
も
き
っ
と
思
い

出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
竹
鶴
シ
ャ
ン

ツ
ェ
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
な
ど
多
く
の
名
ジ
ャ
ン
パ
ー

を
生
ん
だ
ジ
ャ
ン
プ
台
と
し
て
、
余
市
町
が
全
国
に
誇
る
施

設
で
も
あ
り
ま
す
。

　

初
代
竹
鶴
シ
ャ
ン
ツ
ェ
は
、
今
話
題
の
人
「
マ
ッ
サ
ン
」

こ
と
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
株
式
会
社
の
創
業
者
、
故
竹
鶴
政

孝
氏
が
私
費
を
投
じ
て
建
設
し
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
「
竹
鶴

シ
ャ
ン
ツ
ェ
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
竹
鶴
シ
ャ
ン
ツ
ェ
で
毎
日
練
習
に
励
ん
で
い
る
余
市

ジ
ャ
ン
プ
少
年
団
員
は
、
少
子
化
な
ど
に
よ
り
新
入
団
員
の

入
団
は
少
な
い
も
の
の
、
小
学
生
の
女
子
が
２
人
、
男
子

が
１
人
入
団
し
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
恵
ま
れ

た
ジ
ャ
ン
プ
台
で

１
人
で
も
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
活

動
し
、
「
ジ
ャ
ン

プ
王
国
復
活
」
と

頑
張
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

～
名
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
生
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
鶴
シ
ャ
ン
ツ
ェ
～

 《ゴムチューブすべりで楽しむよいちっ子》

 《左から桜井さん、佐藤君、鈴木さん》

☀　３月の映画会　☀
　 上映日 作 　　品　　 名

 

大 

人 

向 

け
（
午
後
２
時
～
）

  ２日（日）『黄金狂時代』洋画 72 分

    ６日（木）『クレイマー・クレイマー』洋画 105 分

13 日（木）『用心棒』邦画 110 分

16 日（日）『学校』邦画 129 分

20 日（木）『ニュー・シネマ・パラダイス』洋画 124 分

27 日（木）『北の国から‘87 初恋』邦画 120 分

30 日（日）『シザーハンズ』洋画 105 分
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け

15 日（土） ①『ウォーリーを探せ』23 分

29 日（土） ②『千と千尋の神隠し』124 分

①午前 11 時～　②午後２時～　 2 階視聴覚室

 《ゴルポッカを楽しむ参加者》



ご寄附に感謝
（順不同・敬称略、金額や氏名など寄附者の希望

により掲載をしない場合があります。）

★社会福祉事業費（老人福祉）の一部として
・一金１０，０００円

　　 学校法人  北海道キリスト教学園リタ幼稚園

      園児・PTA

・一金２００，０００円

（故西村達郎殿追善供養として）

　　   　　　     大川町3丁目70番地  西村  　好子

★社会福祉事業費（障がい者福祉）の一部として
・一金１００，０００円

（故丹羽義信殿追善供養として）

　　   　　　　　      山田町1番地39  丹羽 アヤ子

★余市町の未来を担う人づくり寄附金として
　　　　　　　　　　　　　　  　  辰巳 　重正

よ い ち の 人 口
 〈平成 26 年１月 31 日現在〉※ (　) 内の数字は前月比

　　
人　口　20,421 人　  （-  37）　

　　男　性 　   9,451 人　  （-  20）

　　女　性　10,970 人　  （-  17）

　　世帯数　10,159 世帯  （-     17）

　平成２２年国勢調査人口・世帯数（確定値）

　　人　口　21,258 人　世帯数　9,051 世帯
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　平成 25 年度の町税は、すべて納期が過ぎております。

　納め忘れの税金がある場合はすぐに納付してください。

　町では 3 ～５月を『滞納整理強化月間』とし、納

付がない方に対して滞納整理を強化します。納税催告

に応じない滞納者には、納税者との税負担の公平を期

するために法律（地方税法等）に基づき、給与、預金、

債権、不動産、動産等の差押を行います。　

　このような事態になる前に完納しましょう。

※税金滞納の有無に関わりません。下記の事項でお悩
みの方はひとりで悩まずに、ご連絡・ご相談ください。
○消費者金融会社・信販会社等から借金の借入・返済

を繰り返し、毎月の返済により日常生活が苦しく、税

金を滞納している方や既に借金を完済している方で

も、過去に利息制限法で定められた利息を超えて借金

の返済をしている場合があります。「過払い金請求」（不

当利息返還請求）により経済的な負担や精神的な不安

を軽減することができます。

　「税金の滞納解消」と「生活再建」のお手伝いがで

きればと考えています。

納税は簡単便利な口座振替をご利用ください
　　　
◆問合せ　税務課 納税グループ　☎２１－２１１６

〈2014. ③広報よいち　14〉

３～５月は重点的に滞納整理を行います
納め忘れの税金はすぐに納付しましょう

　札幌法務局小樽支局では、各種登記手続の相談に

対応するため、事前にご予約をいただいております。

　つきましては、ご相談の際

は、当支局までお電話でご予

約の上お越しいただきますよ

うお願い申し上げます。

登記相談の予約サービス導入のお知らせ

 
 

 

事業者の方へ     
 

税務署       

 

※平成２６年４月１日以後に行われる取引であっても、     

  経過措置により旧税率が適用される場合があります。    

 

帳簿等において、課税取引を適用税率             

ごとに区分しておく必要があります。          

 

 

平成２６年４月１日を含む課税期間の消費税及び      

地方消費税の確定申告書を作成するためには…      

消費者向けの価格表示については、税込価格を表示

（総額表示）することが義務付けられていますが、

平成２５年１０月１日から平成２９年３月３１日

までの間は、「現に表示する価格が税込価格である

と誤認されないための措置」を講じている場合に限

り、税込価格を表示しなくてもよいとする特例が設

けられました。                               

詳しくは、国税庁ホームページでご確認ください。 
 

国税庁           
 

検 索   

消費税法改正等のお知らせ 

消費税（地方消費税を含む。）の税率が        

平成２６年４月１日から８％(※)になります。  

総額表示義務の特例が設けられています。  

◆問合せ　札幌法務局 小樽支局

　　　　　　　　小樽市港町５番２号

　　　　　　 ☎０１３４―２３―３０１２


